
インフォメーションインフォメーション

彦根城博物館彦根城博物館
月年９月～122025

彦根城は西国の押さえとして築かれ、城下には計画的な町割りの都市が広がっていました。絵図に描かれた彦根城は西国の押さえとして築かれ、城下には計画的な町割りの都市が広がっていました。絵図に描かれた
石垣や堀、道路や水路、石垣や堀、道路や水路、櫓櫓

やぐらやぐら

や門の配置、街区のあり方に注目し、それらの機能や役割について紹介します。や門の配置、街区のあり方に注目し、それらの機能や役割について紹介します。

企 画 展
8/28（木）　▶▶　9/23（火・祝）
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＊ 9月 2日（火）は休館

12/10（水）　▶▶　2026年2/16（月）
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＊ 12月 16日（火）・25日（木）～ 31日（水）、＊ 12月 16日（火）・25日（木）～ 31日（水）、
	 1 月 15 日（木）・16日（金）は休館	 1 月 15 日（木）・16日（金）は休館

テーマ展

京で活躍し、法眼にも叙せられた岸派の絵師石田逸翁と、その妹秀蘭。謎多き２人の画業と生
涯を紐解く初の展覧会です。

特 別 展
9/27（土）　▶▶　11/3（月・祝）
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弓術や馬術などの武芸は、泰平の世の江戸時代、各流各派が勃興して隆盛し、競技性も拡大
しました。武家はまた、公家の遊戯であった蹴
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なども古くから取り入れています。本展
では、現代のスポーツに通じるこれら武芸や遊興と、大名との関わりに注目します。

ギャラリートークギャラリートーク ■日時　9 月 27 日 (土)  14:00 ～（40 分程度）

企 画 展
11/8（土）　▶▶　12/7（日）
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。18世紀
の彦根藩では、彼らによりもたらされた新たな儒学が藩士を中心に広まり、のちの藩校創設にも
繋がる向学の気運が高まりました。本展では、江戸中期彦根の儒学受容の様相を紹介します。

ギャラリートークギャラリートーク ■日時　11 月 8 日 (土)  14:00 ～（30 分程度）
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へ―」へ―」記 念 講 演 会記 念 講 演 会

＊詳細は裏面をご覧下さい

「石田逸翁・ 秀蘭兄妹の画業石田逸翁・ 秀蘭兄妹の画業」関 連 講 演 会関 連 講 演 会

＊詳細は裏面をご覧下さい

「向学の時代―18世紀彦根の儒学者たち―」「向学の時代―18世紀彦根の儒学者たち―」関 連 講 演 会関 連 講 演 会

＊詳細は裏面をご覧下さい

ギャラリートークギャラリートーク ■日時　12 月 13 日 (土)  14:00 ～（30 分程度）

「彦根城と城下町」「彦根城と城下町」関 連 講 座関 連 講 座 ■日時　2027 年 1 月 17 日 (土)  1414::0000 ～～1515::3300    ＊受付＊受付1313::3030 ～～
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「わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ」開催記念
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〒522-0061 滋賀県彦根市金亀町１番１号
 FAX 0749（22）6520　TEL 0749（22）6100

発行

X（旧Twitter） Instagram

＊＊茶道を楽しもう茶道を楽しもう＊＊

　伝統文化である茶道について学び、昔のお殿様の住まい

でお茶の体験をしよう！

　彦根市に在住もしくは在学する小学生が対象です。

■日時　10月13日 (月・祝)

　　　　　高学年（4 ～ 6 年生）　10:00 ～12:00

　　　　　低学年（1 ～ 3 年生）　13:30 ～15:30

■参加費　600 円　　■会場　当館講堂・木造棟

■定員　各部 20 名（いずれも同内容）

　　＊事前申込制、応募者多数の場合は抽選

■申込方法　

　　彦根市電子申請サービスから申し込み

■申込期間　9月1日 (月) ～26日 (金)

　　抽選結果と案内は10月5日 (日)までに通知

9 月 2 日 ( 火 )・24 日 ( 水 ) ～ 26 日 ( 金 )

11 月 4 日 ( 火 ) ～ 6 日 ( 木 )

12 月 16 日 ( 火 )・25 日 ( 木 ) ～ 31 日 ( 水 )

※ 11 月 7 日 ( 金 )、12 月 8 日 ( 月 )・9 日 ( 火 ) は一部休室
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9月 7日 (日)　　講師　北野 智也（当館学芸員）

「彦根藩士の役割と仕事 彦根藩士の役割と仕事 
―専門職編――専門職編―」

　彦根藩士の中には、儒者や医者など、藩主から俸禄を

与えられ、専門的な働きをした者がいます。古文書の中

から、彼らが務めた役割や仕事を解き明かします。

わくわく体験スクールわくわく体験スクール 講座 シリーズ古文書から読み解く彦根の歴史②

■時間　14:00 ～15:30　＊受付 13:30 ～

■会場　当館講堂　　■資料代　100 円

■定員　各 50 名（当日受付、先着順）
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展覧会関連講演会展覧会関連講演会

「石田逸翁・秀蘭兄妹の画業石田逸翁・秀蘭兄妹の画業」　講師　髙木 文恵（当館学芸員）

企 画 展 「 石 田 逸 翁 と 秀 蘭 」 関 連 講 演 会企 画 展 「 石 田 逸 翁 と 秀 蘭 」 関 連 講 演 会

　２人の生涯と画業について、当時の画壇の状況を踏まえ、これまでの調査の成

果をお伝えします。

■日時　9 月 6 日 (土)  14:00 ～15:30  ＊受付13:30 ～
■資料代　100 円
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へ―」　へ―」　
講師　山中 さゆり氏（真田宝物館 研究員）

特 別 展 「 大 名 と ス ポ ー ツ 」 記 念 講 演 会特 別 展 「 大 名 と ス ポ ー ツ 」 記 念 講 演 会
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真田家８代幸貫（1791-
1852) をとりあげ、江戸時代の大名が取り組んだ武芸について紹介します。
■日時　10 月 25 日 (土)  14:00 ～15:30  ＊受付13:30 ～
■受講料　500 円

「向学の時代―18世紀彦根の儒学者たち―」「向学の時代―18世紀彦根の儒学者たち―」　　講師　柴﨑 謙信（当館学芸員）

企 画 展 「 彦 根 藩 儒 学 の 胎 動 」 関 連 講 演 会企 画 展 「 彦 根 藩 儒 学 の 胎 動 」 関 連 講 演 会

　18 世紀の彦根では、藩校創設にも繋がる向学の気運が高まりました。その中心
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らの足跡を紹介します。

■日時　11 月 15 日 (土)  14:00 ～15:30  ＊受付13:30 ～
■資料代　100 円

■会場　当館講堂　　■定員　50 名（当日受付・先着順）
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メールマガジン　毎月1日配信

配信登録はこちら
（彦根市電子申請サービス）

最新情報を発信中！


